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自分事と捉える道徳教育の工夫

滋賀県 高島市立マキノ中学校

マキノ中学校区道徳教育研究より
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海津大崎 サニービーチ

メタセコイヤ並木 マキノ高原



マキノ中学校区
マキノ東こども園 マキノ西こども園
マキノ東小学校 マキノ西小学校
マキノ南小学校 マキノ中学校



△コミュニケーション力
△自ら考え、判断し、
行動する力

子どもの様子

〇素直で真面目
〇協力的



具 体 的 な め ざ す 子 ど も 像

自ら考え、判断し、行動する子

自 分 の 思 い を 伝 え ら れ る 子

ねばり強く最後までやりぬく子

自 分 や 友 達 を 大 切 に す る 子

道
徳
教
育
の
充
実

共 有 化

園・小１
小２部会

小３小４
部会

小５小６
中１部会

中２中３
部会

園 ・ 小 ・ 中 推 進 委 員 会

マ キ ノ 中 学 校 区 校 長 会



令和３年度 研究主題

新しい自分に出会う「特別の教科 道徳」の在り方

～個の考えを豊かにひき出す発問、個の考えを深める対話の在り方を探る～

・自分の思いを伝える力

・物事を多面的に見る力

・他を理解し尊重する力

「考え、議論する道徳」への授業改善
→自己の生き方、人間としての生き方について考え深める学習



令和３年度 研究の内容

「新しい自分に出会う」

対 話
授業改善３つのポイント

自 ら 考 え 、 思 い を 述 べ た く な る 発 問

ね ら い に 迫 る 発 問 組 立 て

思いの共有と考えの進化を促す手立て

自分を客観視し、
学 び を 深 め る



１ 年 次 の 成 果 と 課 題
○生き方を考える大切な学習である

△自分との関わりに中で考えを深める

〇 思 い を 話 し た り 聞 い た り す る

考 え を 深 め る 工 夫 と 手 立 て

道徳的心情を育てることを基に、自分との関わり

道 徳 科 の 授 業 と の 関 連 付 け



道 徳 科 と 教 育 活 動 と の 関 連 付 け

令和４年度 研究主題

新しい自分に出会う「特別の教科 道徳」の在り方Ⅱ

～より豊かな道徳的心情を育てる授業の創造と、
道徳的実践力の向上を目指した教育活動の展開～

自分事として捉える道徳科の授業の展開

研究内容の重点
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授 業 研 究 部 会

園・小１
小２部会

小３小４
部会

小５小６
中１部会

中２中３
部会

学 び を つ な げ る 部 会

各子ども園
(推進委員等）

各小学校
(推進委員等）

中学校
(推進委員等）

研究体制

園 ・ 小 ・ 中 推 進 委 員 会

マ キ ノ 中 学 校 区 校 長 会
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研究推進にあたって

小学校:リレー道徳
→１教材を他校でも実施する

中学校:ローテンション授業
→１教材で他学年でも実施する

学級担任以外の授業

外 部 講 師 の 招 聘 と 指 導 助 言

学 習 指 導 要 領 解 説 の 熟 読
指導案検討会:部会員の方も参加→指導力向上へ

ファシリテーターとしての役目とは、



道徳の内容項目を自分事と捉えるために

指導者：ファシリテーター

実生活と関連付けた問題提起

必要な情報を取り出す

子どもと子どもが思いをやり取りする

考 え た こ と を ま と め る

考えたことをやり取りして振り返る

自
分
事
と
捉
え
る
道
徳
教
育

読み解く力を育む
プロセス



自分事と捉える授業
展開とその手立て

授 業 研 究 部 会
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大切にしたこと
授業研究部会

学習のねらいと道徳性の諸様相の明確化
(道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲と態度）

教材の登場人物と自分との重なりや比較する場面の設定

理由や根拠を明確にしたり具体的に説明したりする促し

他の人の考えに触れ、自分の考えを広げ深める場面の設定

これまで、これからの自分の生き方に触れる工夫

学 び の 姿 の イ メ ー ジ

指導と評価の一体化
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ねらいの設定
授業研究部会

例

健二の葛藤や決断を共感的に理解することを

通して、自律的な行動と責任の大切さについ

て考え、道徳的判断力を育てる。

道徳性を構成する諸様相
(道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲、道徳的態度)

教材

内容項目

道徳科の内容項目を基に、ねらいとする
道徳的価値や道徳性の様相を端的に示す



導入の工夫
授業研究部会

読んで「印象に残ったこと」「疑問に思ったこと」等

「考えたい」「話したい」「聞きたい」

ねらいと自分との関わり

主体的な思考を促し自分事と捉える授業へ

事前アンケートの活用
・登場人物と重ね「できていること」「できていないこと」
・教材文の内容と似ている体験や聞いたこと等

例 小４：個性の伸長 「あなたの長所や短所を教えてください」
中２：希望と勇気、克己と強い意志
「目標に向かう中、あきらめたことはありますか」

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
情
報
共
有



展開の工夫
授業研究部会

授業の流れ
・教材を通して考える→教材から離れて考える

考えの形成から広がりと深まり
・自分の考えをもつ→他者の考えを知る→再度考える

本 音 を 引 き 出 し 、 自 分 事 へ と 迫 る

ファシリテーターとして役目

子 ど も の 自 律 的 な 思 考 に 寄 り 添 う

発問の工夫
・ 子 ど も と 子 ど も の 発 言 を つ な げ る



共感的な発問：「～はどんな気持ちだろう」

分析的な発問：「～はなぜだろう」

投影的な発問：「～ならどうするか」

批判的な発問：「～についてどう考えるか」

授業研究部会展開の工夫：発問について

発 問 類 型



19

授業研究部会展開の工夫：発問について
考 え を 尊 重 す る

共感する ：「なるほど～。」

確認する ：「つまり～ことですね。」

掘り下げる：「もう少し詳しく教えてください。」

考えを深めつなげる

「このようなことも考えられますが～どうですか。」

「〇〇さんと同じ考えの人、違う考えの人は、どこが同じで
すか。どこが違いますか。具体的に教えてください。」

「〇〇さんの意見について、みなさんはどう考えますか。」



ねらいと照応していること

考えたくなる問い、正解なき問い、葛藤する問い

展開の工夫：中心発問について 授業研究部会

よりよく生きるうえで大切なことを考える

教材の内容と似ている、あるいは異なる
日常生活の事象を考えておくこと→自我関与する

自分事と捉えるために

・学活にならないこと
・子どもが指導者の解に合わせないようにすること
・多角的で多面的な発問になるようにすること

留 意 す る こ と
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授業研究部会展開の工夫：対話について
タブレット端末の活用

立場の明確化 多様な考えについての情報共有

心 の 見 え る 化

・考えや立場を
明確する

・他者の考えに
触れ、考えを
広げ深める



展開の工夫：対話について 授業研究部会

対話を促す学習形態や役割演技

ペ ア 学 習 か ら グ ル ー プ 学 習 へ

コの字型学習や、登場人物と自分を重ねる役割演技
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展開の工夫：板書について 授業研究部会

思考の流れがわかる構造的な板書

思考の流れが止
まらないように

キーワード
キーセンテンス
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め あ て に つ い て

登場人物と自分を重ねたり比較したりしたことについて

こ れ ま で の 自 分 の 生 き 方 に つ い て

こ れ か ら の 自 分 の 生 き 方 に つ い て

自 分 の 考 え の 変 化 に つ い て

友 達 の 意 見 に つ い て

終末の工夫：振り返りについて

自 己 を 見 つ め る

授業研究部会

振 り 返 り の 視 点



終末の工夫：振り返りについて 授業研究部会

ワ ー ク シ ー ト の 工 夫

友達に教えて
もらった自分
のいいところ
【いいところ
見つけの木より】

自分への手紙～アドバイス～



これまでの自分とこれからの自分

終末の工夫：振り返りについて 授業研究部会

振り返りの視点の活用



道徳科と他の教育活動
との関連について

学びをつなげる部会



掲示物の工夫 学びをつなげる部会

4つの視点に分けた掲示物

各学年の道徳掲示

内容項目ごとの色分けした掲示物

小学生からのありがとうの手紙
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学びをつなげる部会
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縦のつながりと道徳教育

園児と小学生の交流 園児と中学生の交流

小6・中1子ども民生委員会議 小学校陸上練習への中学生の支援

親切 思いやり

思いやり・感謝公共の精神

学びをつなげる部会



横のつながりと道徳教育 学びをつなげる部会

田 植 え の 支 援

勤労 家族愛

思いやり・感謝社会参画

裁縫についての支援

学校運営協議会への参加 小6・中1子ども民生委員活動



学びをつなげる部会

中江藤樹先生から学ぶ「立志祭」

未来へのつながりと道徳教育

カ ヤ ッ ク 体 験 学 習 里山・わら細工体験学習

努力と強い意志 伝統と文化の尊重

郷土を愛する態度希望と勇気

びわ湖高島栗マラソン給水支援



研究の成果と課題



マキノ中学校区における自分事と捉える道徳教育の実践

考えを再構築し、つなげるため
構造的な板書、振り返りの視点、掲示物の工夫
他の教育活動との関連付け

内面的自覚を図るため
道徳の内容項目と、教材と実生活を関連付け

対話を深めるため
子どもの意見を引き出しつなぐ→ファシリテーター

自分の考えを広げ深めるため
役割演技 タブレット端末の活用 学習形態の工夫



「道徳の勉強は、ためになる。」
→ 平均９５．９％

「道徳では、他の人の意見を聞きながら、自分のことに
ついてよく考えている。」

→ 平均９５．９％

「学級活動では、自分と違う意見を大切にしている。」
→ 平均８７．１％

児童生徒のアンケート結果【成果】



今後に向けて【課題】

道徳授業の指導力向上を図ること

生徒指導や教育相談に生かすこと

主体的で対話的な深い学びのある
授業を展開すること
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